毛織物の害虫「シモフリマルカツヲブシムシ」に就きて by 山田, 保治
Title毛織物の害蟲「シモフリマルカツヲブシムシ」に就きて
Author(s)山田, 保治

























































































































ノ 経 過･と ･習 性
19










































成出が花に政 も多く媒まる時期と花ヒ共来せる華 嘩甲撃た就き{･京大農畢部構内の ｢フアン
,一 ･II T･ ;- L.■●
＼ スギクJ花で調査した記録は次の適時 ある｡調査新聞は頑か 5卑q･月も自力室伺如 月30日
I～
｢計5.4日間⊥ 調査せる｢フランスギク｣の満開掛F於けお花故は695個,調査時刻･l～. ･. L L . JI
乃至牛後乍噂の印で.訳筆した成息は其都度基部採娯して質由E用に嘩した｡,< t/ー l







崇 閑査月日 ･成魚 の故 天_､ 供 悶絶状況崇 調査月計 孝 幣 告 I夷 供開花状況8l? l計
lト 〟 p日16臥 13. 2.115: 7負 . 分咲-/ 27. ′. 日/,.9 b- .0 .0 享等後 晴_晴後少雨 ′･J/.
.5 / 18日9 3 ､~1^' 4 暗 後 虫 /′ 2930 〃 11日′ ■2 1°o 0- 10~ 〟‥陪 / -
.,G7 〟. H./ 20日 調査ll i:穴0 くll ･扱 .晴./ .7.満 開 31 7.- 日./ 13 5` '2 7 快∴.円.〟 凋花始〟
,H./ ∩._1日.･16 10 '26 -/ / 82 -/14計 -7 9 16.I-噂..3分凋花
】0 I/~'23日 2 4 6 咲 ..晴 / 34 ･〝 16日 0_ 0 .0 ,雨 /
ll / 24日 6 6 12 虫 少 雨 _/ il5 / 17R 0 0 _0 -/I :∴〟.
12 / 25日 0 ′0 0 雨 / " 36~ ′/.18日 38 33 71 棉 I/
14.5 ′ 一7日/ '28 14 日4'8.虫一一時暗虫微風後晴 Y./i .39 /,.J日--21 t1 6LIT.一~∴7 ′快 晴` 7/
16 / .29日 ′21 ユ4 35 ･晴 ク .` 40- /.2'2日 ll 6 17 晴 tq分凋花
17 〝 30日 .4 7 ll 晴 微 凪`. /'- 41､ jy:ー23日 L12 A. 6 〟 ･〝
′21 〟■､3日- 4 4 H ~暗 ■ 17/ 45 /)~97日 10, 0 -0. ∴〝-.





























外の花に一度集まらないと.＼褒殖すち ととが出来ないかといぶこ､必 らやしほ 外に出なくと
･も･研究皇円飼育容盛の中で,羽化した壊轟麺 を 季ゝ器qJ中で毎 産卵して､致東を削 返







al組は12分間(昭和;16年5月14日)､他のl糸頓 碩 潤(昭和 16年5月15串 であった o




糾 問に噂づ津 お産付町 -個所桓 琴轡あて産むこtt晒 しミニ融 け-6れたEPO,状馴A:IL Lf




･成 虫 tの 詩 命
II
仙堆各5組のもの 交ゝ尾産卵を終った.もの 詩ゝ命は,姓の放短22日,政長27､日､平均24日｡
雌の放短･25日,叔R.36日､平準30･6●日であって雌卵 は り少しく長いと ′
申して.全然交尾の横倉を得ない雄雌の詔命を確かむるべく､岩舟幼虫を11些づ1畢猫飼育
を布なひ.羽化した成虫の寿命を調査せる成掛ま別琴の通りで.姓5匹の亘で最矧 よ18El.I

















































































































J 平均5.4日∴ 平均32日 p均5.4日∴ 平均32日 p
､ ツヲブシムシ｣幼虫の加宰習性と殆んと全く同様である.のみならず.幼虫の形駿と色彩が甚
だよく似て居るために,従来は殆ん打 ヒメマルlbツヲブシヰシ｣の加事と混同されて居たので＼
声らうと瓜はれを∴今日迄の虚で帆 ｢ヒ.i-1ルカツヲブシムシ｣より扶哉生垂がみないので･.: . ㌔ . '､ ㌔ ～ i
準･班別 少甲 ､けれどもン絡養毛瑚勿被壷の宰配 してこ′相常注意妄批 なければならぬ班別～ I
である｡ .
幼 曲 の.腕･皮 回 教 ∃
昭和 14年6月24日に掛 ヒした25甲の幼畠を.毛布を飼料として､｢べトリシャ-レ｣(円経














.｢シ モプ リマノV カ ツ ヲブ シ ム シ｣蛸の期間
(昭和16年4月乃重同年5月調査)
･ 蛸 化及び蛸 の期 間
幼魚が老熟すると加事物の問で析化する.l′珊化した師は､幼虫最後の脱皮殻を被むったま ,ゝ












1,位 相 橡 年 大日本寄島全音.儀縞2ql貢｢大正四年｣1915. i
2.W･.山 桐 郎 最新日本慧菜害意全書. 128-129頁 ｢昭和四年｣19P･9.
3. .同 ′-･絞日本の甲虫, 106頁 14匝り坂5固 ｢昭和六年｣1931.
















日本昆虫園鑑, 687頁 1347国 ｢昭和七年｣1932｡
毛新製品q)事由と共振除串(ニ).再挙と工業第八奄第八畿24-25.臥
｢昭和八年｣1933｡
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